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１．アンケート調査概要
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■回答状況

■調査概要

実施対象 オレンジゆずるバス何でも相談会来場者

実施期間 令和8年6月27日（土曜日）

実施方法 WEB（WEB回答が難しい場合は紙媒体）

調査内容

○属性
・年代
・居住地域
・普段の箕面市内の交通手段
○取組効果

・ブース内容への評価
・オレンジゆずるバスへの印象変化
・オレンジゆずるバスの利用意向の変化

回答者数 148人

■（参考）オレンジゆずるバス車内のVR体験（仮想乗車体験）

■（参考）市内バス路線の説明、利用ルートの提案

VR体験

アンケート回答
大判の市内バス路線図
を使用して解説



２．アンケート調査結果　～回答者の属性～
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〇年齢について、20代～40代が64％を占めており、比較的若い層のかたにご回答いただいた。
○居住地域について、箕面市内では中部地域からの来場が32％となり、会場周辺の居住者の来訪が比較的多かった。
○普段の箕面市内での交通手段について、オレンジゆずるバスは20％となっており、普段オレンジゆずるバスを利用しないか
たに来場いただけた。

■年齢

※グラフ内の構成比は四捨五入のため、合計が100％にならない場合があります。

■（参考）居住地域の区分け

■普段の箕面市内での交通手段※複数回答

■居住地域

※１人は無回答



３．アンケート調査結果　～取組効果～
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■相談会への参加による

　オレンジゆずるバスに対する印象の変化
■相談会への参加を通じて新しく知ったことや、
印象が変わったこと※複数回答

〇相談会への参加を通じて、バス停や運行ルート、お得な利用方法に関する情報を新たに知ったとの回答が比較的多く、
　よかった点としても関連する内容の回答が比較的多いことから、オレンジゆずるバスに関するサービス内容の周知が図られ、
評価いただけた。

○また相談会への参加によるオレンジゆずるバスへの印象や利用意向の変化について、それぞれ回答者の約8割がポジティブ
な回答をしていることから、本取組により利用啓発が一定図られたと考えられる。

※グラフ内の構成比は四捨五入のため、合計が100％にならない場合があります。

■オレンジゆずるバスを利用意向の変化■相談会ブースに関してよかった内容※複数回答


